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東洋大学地域活性化研究所長 古屋秀樹
(国際観光学部国際観光学科 教授)
この度、東洋大学地域活性化研究所報第 15号を刊行する運びとなりました。研究所の活動を担
った研究員、執筆者の方々をはじめ、 活動にご協力いただいた地域住民の皆様、自治体などの関
係各位に厚く御礼申し上げます。本所報では、研究所事業として実施した群馬県板倉町・明和町、
埼玉県川越市における活動、ならびに受託研究として実施した群馬県館林市、栃木県大田原市の
成果について報告致します。
さて、人口減少、超高齢社会の到来によって、地域活力の減少が危倶されています。そのため、
「士也方創生」に向かつて様々な取り組みがなされており、 その切り口の一つに観光による地域振
興が着目されています。他地域との比較優位性から当該地域に誘客を実現するためには、その地
域の独自性、魅力創出が重要な役割を果たすため、地域の創意工夫を推し進める必要があります。
ここで、我々を取り巻く環境に目を転じてみると、スマートフォン利用の増大やIoT化の進展
など情報技術の進展によって、偏在化していた情報は瞬時に、均一に受け手に届くようになりま
した。それによって有益な情報はシェアされ、模倣されてしまうため、逆に地域の独自性が創出
しづら くなっています。
また、消費者自身の価値観の多様化も忘れることができません。 特に、 若者については、低欲
求化、保守化が指摘され、「さとり世代」とも言われます。車離れ、外出離れ、恋愛離れといった
消費離れで言い当てられる 「低欲求化」は、その原因として所得や年金など将来への不安が原因
としてあげられます。また、 「保守化」 については、現状の生活水準からの下落を防ぐ、いわゆる
不透明な時代におけるリスク回避行動としてみなすことができます。 SNSで 「尖りすぎず、微妙
にいいポジショ ン」を狙 うのは、費用がかからない中で、の小さな自己主張かもしれません。
このような中で、これからの地域づくりには何が必要なのでしょ うか?地域の独自性が重要で
あることは論を待ちませんが、そのために必要なものとして 2点を指摘したいと思います。
1つ目は、行き交う情報をどのように解釈するのか、複数の情報をどのよ うに紡ぎあげるのか、
という個人の総合力があげられます。満ち溢れる情報の中から、地域活性化のためのものを取捨
選択し、さらに複数の内容、切り 口を組み立てること(アッセンフ、ル)が必要不可欠といえます。
これらは、情報環境の中で、個人の内なる多様性を確保することと言い当てることができます。
2つ目は、地域振興のためのアイディアを具体的な事業化につなげる、集団としての総合力と
考えられます。社会への実装、事業化のためには、ひとづく り、組織化、財源調達などもクリア
しながら、実行に移さなければ、新たな地平を見ることはできません。
地域活性化の実現のために研究を進めるとともに、コーディネーター(調整者)、アッセンプラ
ー(組み立て者)としての役割を研究所では担いたいと考えています。来年度も、「地方創生への
足掛かり ~ Region Talks， Acts， Produces~ J、「エピデンスに基づく地域の健康づくり」ならび
に 「地域活性化に向けた包括的な研究Jを継続した研究テーマとし、学部横断的かっ社会に大き
な意義を持つ研究を推進する予定です。
皆様方のなお一層のご支援と ご協力をよろしくお願い申し上げます。
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